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。第3回朝日町温度会

定例会・・・・・・・・（2）（羽

。拠出年金が

あがりました…（4)
。夏の全国交通安全運動（5)
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日
露

大
戦

争
テ

於
ケ

ル
旅

回
川
柳

落
記

念
為

献
納

明
治
三
十
八
年
一
月
二
日

挙

制

行

王

之

水

上

野

殺

道

一
－y
付

L
L
u
h・f小・九
附

必
然
島
一

Z

桜

町

八

幡

社

申

ん

p

，，、

旅
順
陥
落
記
念

帯
構
納
さ
れ
た
年
代
は
、
明
治
三
十
八
年

で
新
し
い
が
、
時
の
犠
子
を
物
語
る
奉
納

文
が
・
か
れ
、
ま
た
、
普
通
古
銭
の
貼
付

け
は
鳥
居
の
図
が
多
い
が
、
古
銭
で
こ
れ

ほ
ど
躍
動
的
に
応
を
錨
い
で
あ
る
の
は
、

絵
心
の
あ
る
者
の
下
絵
の
た
め
で
あ
ろ
う

準
納
文
を
原
文
の
ま
ま
載
せ
て
み
た
。

の
絵
馬

絵
馬
は
、
種
類
が
多
く
あ
る
。

形
の
大
小
、
絵
の
種
類
、
税
料
に
よ
る

種
類
等
、
多
種
多
犠
で
あ
る
。

乙
の
絵
馬
は
、
桜
町

・
八
幡
社
に
あ
る

縦
八
十
一
号
、

積
五
十
八
円
ン
の
縛
板
に
古

銭
約
三
百
枚
を
砧
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
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補

正

予
算

条

例

改

な

十
九
件
可
決

ど

正

ーーー
第
3
回
朝
日
町
議
会
定
例
会ー
ー
ー

愈
あ
ら
ま
し

総

山

第

3
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
6
月
お
日
か
ら
お
日
ま
で
会
期
6
日
間
と
し
…
…

……
開
会
さ
れ
、
朝
日
町

一
般
会
計
矯
正
予
算
を
は
じ
め
条
例
改
正
な
ど
議
案
同
一
件
…
…

……
選
挙
2
件
、
推
せ
ん
お
よ
び
諮
問
各
1
件
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

請
願
、
融
情
7
件
に
つ
い
て
は
採
択
2
件
、
継
続
審
査
5
件
の
決
定
が
な
さ
…
一

…

…

れ

ま

し

た

。

…

…

ひ，

審

日

程

議

さ

6
月
お
日

開
会
〈
会
期
決
定

・
町
長
提

築
理
由
説
明
）

休
会

本
会
議

（
質
媛

・
一
般
質
問

文
教
厚
生
委
討
会

・
廃
業
建

設
委
員
会

総
務
委
員
会

本
会
議
（
委
員
長
桜
告
、
質

疑
・
討
論

・
表
決
）

報 .....・e・－あ

6
月
目
日

6
月
お
日

6
月
お
日

5
月
幻
自

6
月
お
日
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可
決
さ
れ
た
も
の

〈昭
和
日
年
度
補
正
予
算
〉

般

会

計

幾

養護・
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
繍
正
額

1
偲

1
平
3
5
7万
8
千
円
）

畿

特

別

会

計

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
補
正
額
1
4
万
5
千
円
）

〈
久
木

伊j
＼／ 

一
部
改
正
し
た
も
の
畿

－
低
開
発
地
域
工
業
開
発
促
進
法
施
行
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例

一
部
改
正
の
件

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

一
部
改

正
の
件

－
朝
日
町
基
幹
集
溶
セ
ン
タ
ー
使
用
料
条

例
一
部
改
正
の
件

－
朝
日
町
立
学
校
等
設
置
条
例
一
部
改
正

の
件

い

廃
止
し
た
も
の

議

－
朝
日
町
家
畜
診
療
所
設
置
条
例
廃
止
の

件

専

決

処

分

－
地
万
自
治
法
第
一
七
九
条
に
よ
る
専
決

処
分
の
件

・
専
決
第
一

号
、
昭
和
臼
年
度
剣
口
町

一

般
会
計
繍
正
予
算
（
第
山
号
）

－
帯
決
第
二
号
、
間
利
臼
年
度
例
制
町
国

民
健
康
保
険
み
療
施
設
笹
川
診
療
附
特

別
会
計
補
正
予
郎
（
第
二
げ
）

・
間
帯
決
第
一－一
号
、
朝
日
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
＃
決
第
四
号
、
朝
日
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

〈
そ

の

他
＼／ 

－
大
字
、
字
の
灰
域
の
変
更
お
よ
び
廃
止

の
件

－
工
事
請
負
契
約
の
件
（
農
村
総
合
モ
デ

ル
事
業
補
保
地
区
営
農
飲
雑
用
水
工
事

（
町
道
泊
・
桜
町
線
舗
装
新
設
E
事）

．
黛
東
合
口
用
水
組
合
滋
会
畿
員
選
挙
の

件
当
選
人

山
岡
政
次
（
下
野
）
清
水
資
二
（
金
山
｝

坂
本
健
治
（
下
山
新
）
酒
弁
栄
（
山
崎

新
）
米
国
吉
二
（
東
草
野
）

－
新
川
広
減
閤
事
務
組
合
議
会
議
員
補
欠

選
挙
の
件

当

選

人

山

岡

政

次

・
朝
日
町
農
業
委
員
会
の
委
員
推
せ
ん
の

件
〈
殿
町
l

，4
9
5番
地
鹿
熊
安
正

氏
推
せ
ん
）

－
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
せ
ん
す
る

た
め
態
見
を
求
め
る
件
（
泊
2
6
2番

地
在
国
祐
芳
氏
、

平
柳
1
7
7
番
地
草

野
三
郎
氏
）

－
朝
日
町
教
育
委
H
会
の
委
員
を
任
命
す

る
た
め
同
窓
を
求
め
る
件
（
白
山
市
開

広
；
J

4
0
・J
F
C

、
水
島

ιふ
を
同

む
d

〈
議
員
提
出
議
案
〉

－
朝
日
町
議
会
安
員
余
条
例
一
部
改
正
の

件
－
農
業
基
本
政
策
の
確
江
お
よ
び
米
穀
政

策
の
確
立
並
び
に
間
利
臼
年
産
米
の
政

附
賀
入
価
格
等
に
関
す
る
要
望
意
見
書

請
願
・
陳
情

採
択
に
な
っ
た
も
の

マ
生
活
道
路
整
術
事
業
に
よ
る
舗
装
工
事

に
つ
い
て

マ
漁
業
集
落
環
境
格
的
事
業
の
実
施
に
つ

い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

マ
積
川
の
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
設
置
と
舗
装

に
つ
い
て

マ
漁
業
停
泊
所
の
設
置
に
つ
い
て

マ
農
地
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

マ
高
速
北
陸
自
動
車
道
場
地
区
海
岸
路
線

の
変
更
に
つ
い
て

鱗
常
任
委
員
長
報
告
よ
り
総

鯵
総

務

委

員

会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可

決
と
決
定
、
請
願
の
農
地
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
、
な
お
審
査
の
必
要
が
あ
る

た
め
継
続
審
査
と
決
定
し
た
。
ま
た
審
査

の
過
程
に
お
い
て
町
有
地
の
管
理
の
徹
底

を
ば
か
ら
れ
た
い
こ
と
、

マツ
印
の
国
間
正
な

ら
び
に
心
決
処
分
に

円
い
て
は
時
期
的
に

巡
切
を
欠
く
こ
と
の
な
い
よ
う
普
処
さ
れ

t
l
n
O
凋
斗

た
い
な
ど
要
望
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

(2) 

務
文
教
厚
生
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
な
お
審
査

の
過
程
に
お
い
て
次
の
要
望
意
見
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。

！
地
下
水
の
揚
水
に
あ
た
り
規
制
さ
れ
て

い
な
い
現
在
、
生
活
用
水
を
飯
優
先
と
し

て
地
下
水
が
益
々
重
要
視
さ
れ
て
い
る
今

日
、
湯
水
に
あ
た
り
町
に
報
告
の
義
務
等

の
行
政
指
置
が
必
要
と
思
わ
れ
る
の
で
検

討
さ
れ
た
い
。

2
上
の
山
の
飲
料
水
は
鉄
分
が
多
く
適
さ

な
い
の
で
早
急
に
改
醤
策
を
講
じ
ら
れ
た

L
V
 

3
各
河
川
等
の
汚
染
が
甚
し
く
、

汚
水
処

理
に
つ
い
て
は
現
在
野
放
し
の
状
態
で
あ

る
保
健
所
お
よ
び
隣
接
各
町
な
ど
が
連
絡

し
汚
水
処
理
対
策
を
講
じ
ら
れ
実
施
に
努

力
さ
れ
た
い
。

4
社
会
教
育
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
予

算
措
置
の
強
他
を
は
か
ら
れ
た
い
。

殺
産
業
建
設
委
員
会

議
案
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
、
な
お
審
査

の
過
程
に
お
い
て
棚
山
に
設
温
計
画
の
老

人
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
の
利
用
度
に
つ
い

て
今
後
検
討
さ
れ
た
い
と
と
。
町
営
住
宅

の
管
理
体
制
の
強
化
と
早
期
実
施
を
は
か

る
こ
と
、
都
市
計
岡
市
事
業
の
移
転
等
に
か

か
る
代
密
敷
地
の
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て
は

慎
重
を
期
さ
れ
た
い
こ
と
な
ど
の
要
望
が

あ
り
、
ま
た
請
願
の

「
金
山
の
生
活
道
路

の
川
装
工
事
に
つ
い
で
」
お
よ
び
「
宮
崎

地
区
の
漁
業
集
滋
環
境
的
問
的
事
業
の
実
施
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に
つ
い
て
」
は
願
意
妥
当
と
認
め
採
択
。

「
宮
本
町
の
績
川
の
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
設

置
と
舗
淡
に
つ
い
て
」
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
設
僚
は
妥
当
と
認
め
た
が
舗
装
に
つ

い
て
は
道
路
の
広
幅
等
検
討
す
べ
き
と
の

意
見
か
ら
継
続
・
待
査
‘
「
赤
川
海
岸
の
漁

船
停
泊
所
の
設
世
に
つ
い
て
は
調
査
の
必

要
が
あ
り
継
続
審
査
と
な
っ
た
旨
報
告
さ

れ
た
。

議護

一
般
質
問
の
中
か
ら

・
工
事
請
負
入
札

質
問

不
正
の
あ
っ
た
工
事
請
負
業
者
の

入
札
診
加
制
限
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考

え
を
も
っ
て
い
る
か
。

さ

答
弁
入
札
診
加
資
格
に
つ
い
て
は
、
一

般
土
木
工
事
に
関
す
る
分
は
内
部
的
に
ラ

ン
ク
付
を
行
い
、
指
名
願
の
あ
っ
た
業
者

に
つ
い
て
は
、
事
業
実
績
、
成
績
そ
の
他

を
勘
案
し
、
ラ
ン
ク
付
を
し
て
お
り
、
ま

た
そ
の
工
事
ご
と
に
不
、
適
絡
性
を
勘
案

し
て
決
め
て
い
る
。

報………あ

－
観
光
と
水
道
設
備
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質
問

上
の
山
台
地
、
減
山
一
議
の
水
道

は
鉄
分
が
多
く
て
飲
料
水
に
な
ら
な
い
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
早
速
調
査
を
さ
せ
て
ど
の
よ
う
に

対
応
す
べ
き
か
研
究
さ
せ
、
可
能
な
こ
と

は
手
を
打
ち
た
い
。

－
泊
病
院
の
充
実

泊
病
院
の
小
児
制
設
置
問
題
は
と

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

質
問

答
弁

町
単
独
で
の
地
築
、
地
床
は
困
難

と
思
わ
れ
る
が
固
に
も
働
き
か
け
、
地
床

の
実
現
に
努
め
た
い。

小
児
科
の
設
院
に
つ
い
て
も
交
渉
申
告
進

め
て
お
り
、
町
と
し
て
も
状
況
に
よ
り
受

入
れ
体
制
を
盤
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
町
人
口
と
職
員
数

質
問
町
の
人
口
に
比
例
し
て
職
員
数
が

多
い
と
い
う
声
を
き
く
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答

弁

人

口
に
対
す
る
職
員
数
は
他
と
比

較
し
、
多
く
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。

町
立
病
院
と
保
育
所
日
ケ
所
を
有
し
、
各

セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
い
る
の
で
、
内
容
か

ら
す
る
と
多
く
な
い
。

・
町
営
プ
l
ル

質
問

朝

日
町
営
プ

l
w
は
使
用
料
を
と

っ
て
い
る
が
、
入
善
町
な
み
に
小
中
学
校

の
児
童
、
生
徒
の
使
用
に
つ
い
て
無
糾
化

で
き
な
い
か
。
ま
た
管
理
人
も
検
討
さ
れ

た
い
。

答
弁

無
料
化
に
つ
い
て
は
検
討
し
た

い
、
夏
休
み
に
入
る
と
水
泳
の
で
き
る
学

生
を
ア
ル
バ
イ
ト
的
に
お
願
い
し
て
指
導

体
制
を
と
り
た
い
。

－
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

質
問

省

エ
ネ
y

j
f
ー
が
最
近
問
題
に
な

っ
て
い
る
が
役
場
に
お
け
る
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答

弁

休

け
い
中
の
消
燈
、
冬
期
暖
房
の

調
節
、
自
動
車
通
勤
か
ら
自
転
車
等
へ
の

変
更
、
各
セ
ン
タ
ー
の
風
巴
に
お
け
る
太

陽
熱
の
剰
用
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

－
地
下
水
の
規
制

質
問
上
水
道
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
現

状
に
お
い
て
地
下
水
の
問
題
が
重
要
で
あ

る
。
規
制
を
十
分
考
え
て
対
応
策
を
必
要

と
す
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
地
卜
水
は
資
合
力
で
ど
ん
ど
ん
姻

る
こ
と
は
良
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

住
み
や
す
い
町
と
い
ろ
中
に
地
下
水
豊
・話

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ

り
遅
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

条
例
で
規
制
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が

当
町
の
易
合
は
完
壁
で
は
な
い
が
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
調
べ
て
も
ら
っ
た
も
の
も
あ

り
、
盤
備
し
つ
つ
そ
の
中
で
捕
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
総
合
計
画

質
問

総

合
計
画
の
実
施
計
画
を
提
出
し

て
も
ら
い
長
期
的
な
見
通
し
の
も
と
で
論

議
を
し
た
い
。

答
弁

公
開
の
席
上
で
考
え
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
。
対
応
で
き
る
よ
う
な
事
務

作
業
を
さ
せ
て
い
る
の
で
近
い
う
ち
に
諮

問
を
申
し
あ
げ
る
形
を
と
り
た
い
。
そ
の

－

meで
見
通
し
を
つ
け
た
い
考
え
で
あ
る
。

・
富
山
県
町
村
議
会

議
長
会
表
彰
の
栄

、iFA
Y
自
治
功
労
者

一

一

Aa
a司
w，

刊

酒

井

栄

氏

一

ζ

の
ほ
ど
富
山
県
町
村
議
会
議
長
会

…

…
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
朝
日
町
議
会
議

…

一両
国
酒
井
栄
氏
が
自
治
功
労
者
と
し
て

日

一
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

暮
ら
し
を

支
え
る
石
油

石
油
、
電
気
、
ガ
ス
i
！

こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

し
に
は
、
私
た
ち
の
く
ら

し
は
、

1
日
た
り
と
も
成

り
立
た
な
い
と
い
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

と
く
に
、
わ
が
国
の
場

合
は
、
産
業

・
諭
送
・
民

生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の

約
7
割
を
石
油
で
ま
か
な

っ
て
お
り
、
そ
の
石
油
の

叩
・

9
rは
海
外
か
ら
給

入
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し

を
支
え
る
ヱ
ネ
山
ペ
キ
ー
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
「
紛
入

石
油
」
に
依
存
し
て
い
る

の
で
す
。

資
痕
の
乏
し
い
わ
が
国
と

し
で
は
、
文
字
ど
お
り
一
滴
た
り
と
も
石

油
を
お
ろ
そ
か
に
で
き
ま
せ
ん
。

斜
学
技
術
庁
資
痕
調
査
課
が
ま
と
め
た

私たちの使う石油エネルギーは

「
ラ
イ
フ
止寸
イ
ク
ル

・
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調
査

研
究
」
に
よ
る
鼠
算
で
は

家
庭
生
活
を
営
む
上
で
、

日
本
人
1
人
1
日
当
り
、

牛
乳
ぴ
ん
約
げ
本
分
の
石

油
を
使
っ
て
い
る
勘
定
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
は
電
気
や
ガ
ス
な

ど
直
接
使
う
ェ
、
不
ル
ギ
ー

だ
け
で
な
く
、
件
居
や
衣

服
、
食
斜
品
な
ど
生
活
必

需
品
を
作
る
た
め
に
使
わ

れ
た
関
祭
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

含
め
て
、

百
油
に
換
算
し

た
も
の
で
、
親
子
4
人
の

様
態
世
稽
で
は
牛
乳
び
ん

印
本
分
に
相
当
し
ま
す
。

ζ

れ
を
も
と
に
、
全
国

民
が
一
年
間
に
使
う
家
庭

用
エ
ネ
ゎ
ペ
キ
ー
を
計
算
し

ま
す
と
、
石
油
価
概
算
で
約

1
惚

5
平
万
M
U
に
な
り
、

圏
全
体
の
年
間
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の

約
4
割
に
相
当
し
ま
す
。

言樟；銀傘Z
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水
難
救
助

・
人
工
呼
吸
方
法
教
え
ま
す

司
附
劃
－

水
の
事
故
の
多
発
期
を
迎
え
、

要
請
が
あ
れ
ば
、
校
下
お
よ
び

団
体
等
の
尚
単
位
で
講
習
会
に
出

向
し
ま
ず
か
ら
消
防
署
（
雪
3

1
0
0
0
9番
）
へ
連
続
し
て

く
だ
さ
い
。

(3) 



支
給
額
が

あ
が
り
ま
し
た

一l
拠
出
年
金
の
i
l
l
l一

一

物
価
ス
ラ
イ
ド
し

物
価
ス
ラ
イ
ド
は
、
物
価
指
数
が
前
年

度
と
比
較
し
、

5
V引
を
と
え
た
と
き
、
ま

た
は
下
回
っ
た
と
き
に
、
年
金
の
支
給
額

を
自
動
的
に
改
定
す
る
の
で
す
が
、
本
年

度
は
特
例
と
し
て
、

別
表
の
と
お
り
3
・

4r引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
引
き
上
げ
実
施
時
期
は
、
昨
年
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度
と
同
じ
く
7
月
か
ら
で
す
。

福
祉
年
金
の

引

き

上

げ

j手j
j会j

I ~ I 
清
掃
奉
仕

6
月
4
日
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る

泊
病
院
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た。

乙
の
奉
仕
は
連
合
会
と
し
て
は
3
年
目

集
ま
っ
た
別
名
余
の
手
と
鎌
の
前
に
周
囲

の
怠
や
ゴ
ミ
は
、
た
ち
ま
ち
き
れ
い
に
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

福
祉
年
金
の
支
給
額
は、

8
月
か
ら
別

表
の
と
お
り
引
官
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
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満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

大
菅
す
い
さ
ん

大
菅
す
い
さ
ん
〈
上
町
）
が
6
月
叩
日
で
満
百
歳

を
迎
え
ら
れ
、
県
知
事
、
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
い

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大
菅
さ
ん
は
明
治
ロ
年
の
生
ま
れ
で
川
川
町
長
文

治
氏

〈
故
人
〉
の
母
堂
に
あ
た
り
、
お
祝
い
に
か
け

つ
け
た
三
男
三
郎
氏
（
東
京
在
住
）

は
病
院
長
、
孫

まだ、もうろくしておりません．’

(4) 

ヘ
ノ

A

フ

u

e

一ソ

ぷ
ク
婦

人

消

老＜
 

の
俊
明
氏
は
築
渡
大
学
教
授
と
い
う
家
柄

「
ま
だ
も
う
ろ
く
し
て
お
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
大
菅
さ
ん
。

も
っ
と
も
っ
と
長
生

き
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

老
人
医
療
費
受
給
者
証

が
新
し
く
な
り
ま
し
た

ー

7
月

1
日
か
ら
｜

黄
色
の
「
＠
老
人
医
療
費
受
給
者
証」

薄
緑
色
の

「
⑮
資
格
証
」
は
6
月
初
日
で

無
効
と
な
り
、

7
月
1
日
か
ら
は
新
し
い

カ
ー
ド
で
診
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
ζ

と

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
受
診
の
際
は
必
ず
受
給
者
証
（

資
絡
証
）
お
よ
び
健
康
保
険
証
を
医
療
後

関
の
窓
口

へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
稲
枇
係
（
宮
3

1
1

0
0内
線
泊
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

iv 
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女

臨

時

飲

食

店

等

を

開

設

す

る

場

合

は

通
産
大
臣
表
彰
の
栄

保

健

所

"' 
届

出

を

中野 円三日II
さん

. • 2 8 7号

縁
H
、
祭
柏
、
各
種
行
場
開
催
防
な
ど
い
か
焼
．
お
好
み
焼
、
た
と
焼
、

の
模
様
店
、
集

チ

製

毒

薬

等

の

実

演

販

売

ホ

ッ

ト

ド

ッ
グ
等
。

や
学
校
で
の
バ
ザ
l
等
に
お
い
て
臨
時
飲

喫
姦
店
幽
園
祭

食
店
等
を
五
日
間
以
内
に
限
っ
て
蛍
業
さ
飲
斜
、
か
き
氷
、
ぜ
ん
ざ
い
、
お
し

れ
る
場
合
は
、
そ
の
開
設
地
を
管
鰐
す
る
る
こ
、

ま
た
は
ζ

れ
に
類
す
る
物
。
去
る
6
月
7
日
の
計
量
記
念
H
、
東
京

保
健
所
長
に
届
け
出
る
こ
と

と

な

っ

て

お

〈

た

だ

し

、

あ
ず
き
ま
た
は
ミ
ル
ク

の

中

央

官
庁
会
議
所
に
お
い
て
行
わ
れ
た

り
ま
す
の
で
、
各
種
行
事
に
際
し
次
の
予

を

使
用
す
る
か
き
氷
は
不
可
）

計
量
関
係
功
労
者
表
彰
式
の
席
上
、
朝
日

例
の
飲
食
物
を
提
供
さ
れ
る
場
合
は
、
事

菓

子

製

造

集

町

平
柳
、
中
野
呂
三
郎
さ
ん
が
通
商
産
業

前
に
保
健
所
へ
連
絡
し
、
所
定
の
手
続
き

当
該
施
設
で
加
熱
処
慶
さ
れ
た
物
。
大
厄
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

を
し
て
く
だ
さ
い

。

今

川

焼

、

た

い

焼

、
カ
ス
テ
ラ
等
中
野
さ
ん
は
、
富
山
県
計
盛
協
会
副
会

。
臨
時
飲
食
店
等
の
取
短
い
品
目
の
範
囲
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
製
造
集

長
、
富
山
県
計
盛
土
会
会
長
お
よ
び
日
本

飲
食
店
営
黛

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

計
量
士
会
理
事
、
全
国
計
量
器
販
売
業
者

当
該
施
設
で
加
然
処
理
さ
れ
た
も
の

抗
頬
販
売
幽
常

連
合
会
理
事
の
各
要
職
に
あ
っ
て
、
計
量

め
ん
類
、
や
き
と
り
、
お
で
ん
、

牛
乳
、

乳

飲

斜

線

関

係

業
界
の
発
一民
に
尽
さ
れ
、
ま
た
メ

ひ…一さ

ゆ
と
り
と
ゆ
ず
り
あ
い
で

特
別
デ
l
の
設
定

。
県
民
総
監
視
の
日

7
月
幻
自

O
こ
ど
も
と
老
人
を
守
る
日

8
月
！
日
か
ら
8
月
叩
日
ま
で
の
う

ち
1
日

つ
安
全
巡
転
呼
び
か
け
の
日

8
月
却
日

ーあ

’つ

，っ
あ

ん

ぜ

ん

ー、ー

つ

報

乙
の
運
動
は
夏
の
開
放
感
、
暑
さ
や
、

疲
労
等
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
売
す
る
傾

向
に
あ
り
、
と
の
た
め
県
民

一
人
ひ
と
り

が
交
通
W

l
ル
の
実
践
と
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上
に
努
め
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
事

故
の
防
止
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ー
シl
ト
ペ
グ
卜
、
へ
μ
メ
ッ
ト
着
用
の

f佐
進

一広

八
写
真

交
通
安
全
子
供
自
転
車
乗
り
指
導
V

金運動

昭事む32年 8月 8日’g 3 ..使唱画館町．

－
ス
ピ
ー
ド
を
溶
と
そ
う
。

－
手
を
上
げ
て
償
断
歩
道
を
渡
ろ
う。

－
交
差
点
で
自
転
車
む
止
ま
っ
て
安
全
を

確
か
め
よ
う
。

運
動
の
重
点

1
歩
行
者

・
自
転
恵
利
用
者
、
特
に
こ
ど

も
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

2
飲
酒
、
過
労
、
暴
走
運
転
の
防
止

夏の全国交通

7月21日から

8月20日tで

ー
ト
ル
法
完
全
実
継
推
進
富
山
県
委
員
と

し
て
そ
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
、

計
量
土
の

育
成
や
計
錨
管
理
の
錐
進
に
顕
著
な
成
績

を
挙
げ
ら
れ
た
泊
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

明n町平柳

水
防
に
つ
い
て
の

お

願

い

出
水
期
を
迎
え
、
こ
の
度
問
和
M
年
度

朝
日
町
水
防
計
画
が
で
き
ま
し
た
。

ζ

れ
は
朝
日
町
に
お
け
る
水
防
官
宇
野
の

調
盤
と
そ
の
円
滑
な
実
施
を
期
し
、
河
川

や
海
岸
等
の
水
災
に
対
す
る
用
心
と
被
宮
古

の
軽
減
を
図
る
も
の
で
、

郷
土
保
全
の
た

め
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
町
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＠
河
川
お
よ
び
堤
防
の
保
霞

－
水
位
測
定
綬
等
の
河
川
施
設
物
の

保
護
を
お
願
い
し
ま
す。

Z

小
河
川
に
お
け
る
袋
防
（
土
手
〉

の
縫
革
、
竹
木
を
除
去
し
、
爆
体
の

保
護
と
流
水
を
妨
げ
る
設
備
を
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す。

3

提
防
に
み
だ
り
に
坑
木
を
打
ち
込

み
、
あ
る
い
は
組
樹
を
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

4

担
肋
上
あ
る
い
は
提
外
に
、
廃
築

物
を
姶
て
な
い
で
く
だ
さ
い
の

5

川
水
お
よ
び
水
門
管
理
者
は
河
川

附
属
工
作
物
で
あ
る
函
獲
巻
錫
緩
あ

る
い
は
水
門
お
よ
び
門
扉
等
を
随
時

点
検
し
、
注
州
、
修
理
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

6

そ
の
他
河
川
お
よ
び
堤
防
に
筈
を

及
ぼ
す
よ
う
な
行
為
を
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

＠
河
川
お
よ
び
堤
防
の

附
属
工
作
物
の
修
理

ー
河
川
、
出
防
の
工
作
に
破
損
（
法

面
の
刷
出
明
、
河
岸
堤
防
の
施
設
工
事

箇
所
の
破
損
、
流
出
お
よ
び
石
爆
の

積
一台
、
彊
石
の
殿
脱
ま
た
は
く
る
い

）
を
生
じ
た
と
き
は
、
速
か
に
関
係

機
関
に
通
報
し
、
特
別
に
修
理
の
筏

術
を
袈
し
な
い
と
き
は
、

応
急
工
事

を
施
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＠
出
水
時
に
お
け
る
鎗
置

－
刷
版
防
お
よ
び
種
目
障
に
危
険
の
恐
れ

が
あ
る
と
き
は
、
応
急
工
事
を
施
す

と
共
に
関
係
後
関
に
急
報
し
、
そ
の

僧
一不
作
業
に
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
Z
出
水
時
間
、
飯
大
高
水
位
お
よ
び
そ

の
時
刻
を
附
近
の
建
物
や
立
木
、

出白

銀
等
に
記
録
し
て
お
く
と
共
に
関
係

線
開
へ
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
o

z
風
雨
の
強
い
と
き
、
ま
た
は
降
雨

が
連
日
に
わ
た
っ
た
と
き
、
河
川
を

巡
視
し
関
係
織
閲
と
緊
密
な
連
絡
を

と
り
な
が
ら
洪
水
時
に
万
全
を
期
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

4

逆
流
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
思

防
内
の
水
門
ま
た
は
抜
栄
を
す
ぐ
に

閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

以
上
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
水
防
本
部

も
万
全
の
梅
え
で
お
り
ま
す
が
、
あ
ら
た

め
て
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ど
筋
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
連
絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

連
絡
先

朝
H
町
水
防
本
部
（
役
場
建
設
課
）

（密
3
H
1
1
0
0

内
線
犯
）

入
普
土
木
事
務
所
阿
川
係

へ
舎

0
7
6
5
H
口
H
1
1
3
3
〉

八
今
月
の
税
金
V

(5) 

国
民
健
康
保
険
制
悦

（第

一
期
分
）

国

定

資

産

税

（第
二
期
分
）

－
E
Q
U
R－－M
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サ
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芝

居

を

作

る

ぞ
// 

｜
｜

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
講
座
開
講

｜
｜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
婦
人

刊
名
が
祭
っ
て
、
去
る
6
月
8
日
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
安
員
会
、
霊
場
総
務
謀
長
の
激
励

の
乙
と
ぼ
や
村
繕
小
学
絞
長
、
永
＃
汁
雄
次

－第 28 7 !)-•• ひさーあ報ー今．電和32畢 8月 S目 ,.,.. 
. • 3・・6使・a町一一一一一ーーー μ込

日
わ
日
計
三
」

総
会
は
、

6
月
お
白
、
中
央
農
協
泊
支

所
で
、
各
種
椙
同
体
長
、
関
係
者
が
多
数
診

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
特
に
青
少
年
が
健
全
な
環

境
の
中
で
、
す
ζ
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
、
む
筈
雑
誌
の
追
放

な
ど
、
環
境
浄
化
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

郎
先
生
の
講
話
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
実
践
活

動
へ
の
意
欲
を
一
一
層
志
向
め
ま
し
た
。

乙
の
あ
と
、
朝
日
町
の
民
誌
や
伝
説
を

集
録
す
る
班
と
民
話
を
紙
芝
居
や
ス
弓
イ

ド
に
し
て
、
児
霞
の
盟
企
勾
育
成
や
老

人
を
慰
問
す
る
班
と
に
分
か
れ、

叩
回

に
わ
た
る
学
習
計
附
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
ち
だ
れ
ま
し
た
。

7
月
中
に
は
梢
崎
を
終
了
し
、

b
H

か
ら
実
践
活
動
に
人
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
民
話
や
伝
説
会
聞

き
に
楽
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
協
刀
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
各
地
区
公
民
館
で

は郵同
年
教
室
、
綿
入
学
級
、
高
紛
者
学

級、

P
T
A
地
域
活
動
等
の
学
級
、
講

座
が
開
設
さ
れ
、
学
級
生
ば
暑
い
中
、

学
習
白
棋
を
め
ざ
し
て
窓
欲
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
鬼
遠
祭
の
青
少
年
締
場
や
、
夏

休
み
の
他
全
育
成
に
つ
い
て
も
、

各
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
と
お
し
て
、
運
動

を
展
開
す
る
ζ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
脱
い
て
、
純
演
が
あ
り
、

高
岡
市
末
広
文
化
セ
ン
タ
ー
館
長
の
石
川

出
先
生
〈
山
社
会
教
筒
安
臥
〉
か
ら
「
子

ど
も
の
見
方
、
育
て
方
」

に
つ
い
て
、
示

峻
に
豊
ん
だ
指
導
が
あ
り
、
磁
会
制
限
に
閉

会
し
ま
し
た
ー

噌

t
n
o
p
o

婦
中
町
連
合
婦
人
会
と
交
流
学
習

今
年
度
の
行
年
同
内
研
修
は
、
川
U
り

κ．
ω

hb
加
を
仰
て
、

6
月
1
円
か
ら
4
川
氏
．

群
均
似
凶
点
広
域
掛
川
作
の
－
M
”に
巾
心
に
し

て．仰が‘仇叫
A
C
ハ
ま
し
た
。

一
、
主
な
研
修
内
引
け

一｜
一

つ
凶
日
野
年
の
家
で

E
こ

彦

の

研

修

的

1

0出
城
利
討
作
間
と
の
い父

除
研

売店

を

1

ハ
話
料
以
内
に
お
け
る
全

情

戸

体
、
昨
別
研
修

友

ヨ

一
一
、
主
な
成
果

と

F
』

品川・

国
立
赤
紙
青
年

パ

年

の引
が
で
、
研
修
と

I
川

’・

生
活
を
と
お
し

r
d
1

E
冒
ヨ

－ぺ

A

S
F

て
、
リ

l

〆
1

と

咋

γ
J

し
て
の
mu況
を
商

，，a
q

R
H
H
 

一
－
，

n
た。

f
l

的

湾

総
村
宵
作
間

員
と
の
交
倣
会
で

団
活
動
の
相
互
理
解
を
関
り
、

ま
た
民
的
を
と
お
し
て
昨
川
以

狩
年
と
の
夜
情
を
探
め
た
。

り

全
体
、
班
別
研
修
で
、
必
応

以
の
淀
紫
、
文
ル
川
得
で
見
聞
を

そ
か
る
こ
と
が
で
き
ご
っ

(6) 

l
l朝
日
町
婦
人
団
体
指
導
者
研
修
会
｜
｜

1!4 .・c赤以「；・：仁
の家｝よて り

州人指持者研修

去
る

6
H同
川
、

川町
U
A

が
参
加
し
、
婦

中
町
「
い
こ
い
の
村

監
山
」
を
会
場
と
し

て
開
俄
さ
れ
ま
し
た

乙
の
研
修
会
は
、

婦
人
団
体
指
導
者
の

資
質
の
向
上
を
は
か

り
、
相
互
の
親
睦
と

連
絡
感
を
深
め
て
、

朝
円
町
の
婦
人
団
体

活
動
の
充
実
と
宛
農

を
は
か
ろ
う
と
毎
年

教
育
委
員
会
が
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す

本
年
度
は
「
婦
中

町
・
朝
日
町
船
人
会

の
現
状
と
裂
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
交
流

研
修
会
を
も
ち
ま
し
た
。

組
誠
、
会
費
、
不
良
陣
織
誌
、
新
生
活
運

動
、
学
習
活
動
と
グ
ル
ー
プ
等
に
つ
い
て

真
剣
は
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
大
へ
ん
有

窓
畿
は
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
の
「
い
ζ

い
の
村
富
山
」
は
5
月

開
館
し
た
ば
か
り
で
、
静
か
な
環
陥
仰
と
立

派
な
純
訟
．
設
備
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

交
流
研
修
会
後、

戸
外
で
の
フ・

ー
ク

，タ
ン
ス
や
特
殊
自
転
車
で
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
に
興
じ
、
乙
れ
か
ら
も
家
族
連
れ
の
レ

勺

1

1

・
n
－J
の
場
と
し
て
利
用
し
た

い
も
の
と
の
声
が
し
き
り
で
し
た
。
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激
変
す
る
山
の
天
候

い
た
ま
し
い
山
岳
遭
難
事
故
を
防
止
し
よ
う

近
年
、
レ
ジ

々
l
の
普
及
に
よ
り
、
登

山
人
山
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
乙
れ
に
伴
い
何
ぷ
登
山
者
や

経
験
不

μ
の
登
山
者
に
よ
る
遭
難
併
故
も

数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

昨
年
富
山
川
町
で
は
、
立
山
シ
ー
ズ
ン
中

に
訂
件
の
迎
難
事
故
が
発
生
し
5
名
が
死

亡
し
て
い
ま
す
。

日案
内
板
新
装
な
る
い

中
部
山
岳
国
立
公
園

向
。ん
吊
や
朝
H
岳
一
刀
両
へ
の
笠
山
口
で

あ
る
小
川
沼
山
水
一花
街
前
広
場
に
こ
の
ほ
ど

装
い
も
新
た
に
倒
木
に
よ
る
案
内
板
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
策
内
板
は
、
附
和
伯
作
仲
に
設

m

さ
れ
た
木
造
の
も
の
で
叩
余
年
の
風
雪
に

ζ

れ
は
す
べ
て
、
登
山
者
の
不
注
意
、
経

験
不
足
や
無
泌
が
原
因
で
す
。

今
年
は
平
野
部
で
は
例
年
に
な
い
暖
冬

で
殆
ん
ど
積
雪
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
山

で
は
平
年
以
上
の
残
雪
が
あ
り
十
分
注
意

が
必
要
で
す
。

登
山
さ
れ
る
方
は
次
の
事
項
を
厳
守
し

登
山
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

唱
え
登
山
者
の
よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
大
役
を
果
し
て
き
ま
し
た
が
腐
食
が
激

し
く
こ
の
ほ
ど
主
役
交
代
と
な
っ
た
訳
。

新
設
な
っ
た
家
内
板
は
外
か
く
縦
げ
計

績
M
Mの
白
樺
模
犠
を
あ
し
ら
い
、
そ
の

中
に
縦
M
M
、
横
M
M
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

案
内
図
を
は
め
込
ん
だ
り
っ
ぱ
な
も
の
。

年
々
精
加
す
る
登
山
者
の
よ
き
案
内
人

と
な
る
と
と
で
し
ょ
う
。

一
、
無
理
な
計
画
、
日
程
は
組
ま
な
い
。

二
、
目
的
の
山
を
よ
く
研
究
す
る
。

三
、
単
独
登
山
は
し
な
い
。

四
、
登
山
届
は
必
ず
提
出
す
る
。

五
、
金
額
、
装
備
は
十
分
に
。

六
、
登
山
コ

1
ス
以
外
や
危
険
地
帯
へ
は

入
ら
な
い
。

七
、
気
象
状
況
に
注
意
し
．
正
確
に
判
断

す
る
。

八
、
引
き
か
え
す
勇
気
と
留
ま
る
勇
気
。

九
、
地
元
の
人
ゃ
、
小
屋
の
人
の
意
見
を

よ
く
聞
く
。

正
し
く
使
っ
て

楽
し
い
花
火

花
火
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
が
、

花
火
の
使
用
中
に
、
身
体
傷
害
事
故
、
財

物
舷
績
の
痛
ま
し
い
事
故
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
守
っ
て
事
故
の

な
い
よ
う
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

－
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
家
や
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
は
遊
ば
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

－
風
の
強
い
日
の
花
火
遊
び
は
や
め
ま
し

ょ
内
定

・
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

．
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
吹
出
し
、
打
上
げ
な
ど
筒
物
花
火
は
途

中
で
消
え
て
も
簡
を
の
ぞ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

－
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ
け

る
こ
と
は
危
険
で
す
。

－
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
乙
と
は
危
険
で

す。

(7) 
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町政パス

／ 施設めぐり

つあ な たも乗

8月14日火

老人福祉ロ
場＝＝＝命保健センター＝ー＝今センタご1

鉄工団地宇＝＝＝消防署ゃ：＝！！

｜コース｜

f生

町民のみなさんや、お盆に帰省される方に町の施設

や'J~業等の紹介を通じて、町政への正しい理解と関心

を深めていただくとともに宛展する町の僚子や、移り

変る自然を見直していただくために実施します。

F東部斎場〈＝＝＝

』=C>基幹集落＝＝＝＝今総合体育館＝＝＝。宮崎城跡「l
センタ－ II 
（昼食） 役 場 ＝＝＝＝宮崎漁港¢!.J

（解散）

項

8月14Ll （火〉

午前9時～午後8時

（午前8時30分まで11$前へ集合〉

要募集

日朗

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
普
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

〉
泊
上
島
賢
さ
ん
よ
り
亡
父
栄
作
ざ

ん
の
供
獲
の
た
め
、
容
興
返
し
の

一
部

川
万
円

マ
三
楠
町

訂
点

〉
赤
川

芦
崎
喜
久
子
さ
ん
よ
り
衣
類

と
く
名
の
方
よ
り
衣
類
泊
点

マ
月
山
長
弁
忠
夫
さ
ん
よ
り
拾
得
物
線

労
金
5
千
円

マ

荒
川
浦
田
与
三
次
さ
ん
よ
り
、
大

思
人
中
川
し
げ
さ
ん
の
命
日
に
そ
の
と

円以
福
を
祈
念
し
て
と
一
万
円

40名

；；何臼町在住のプJ

朝日町出身の方

間

品

q
gr
b
 

u~ 

時

対

定

無料（包し、昼食山容のこと。）

朝日町役場総残課 ＜• 3-1100 内線

16）まで電話で申し込んでください。

容加 賀

申込み

7月15日～8月10日交付期間

富
山
県
警
察
官
募
集
中

資

格学
校
教
育
伝
に
よ
る
大
学
戸
除
短
大
）

の
卒
業
者
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
者

で
明
春
4
月
1
日
現
在
で
幻
歳
以
上
お

歳
米
満
の
男
子

受

付附
和
以
年
7
月
2
日
か
ら

7
月
初
固
ま
で

誤

験
問
和
u
m
年
8
月
3
臼
（
臼
）

富
山
中
部
高
等
学
佼

問
い
合
せ
先

入
善
警
察
署

朝

H
派
出
所

朝
日
検
問
所

山
崎
駐
在
所

大
家
庄
h
q

。。 雲
(3) (4) (3) (3）問

1 8 2 0 1 
2 5 9 4 1 
9 0 4 3 1 
4 2 2 0 0 

，． ィシ

（定員になり次第しめ切ります〉

安
定
し
た
待
遇
と

充
実
し
た
生
活

「自
衛
官
採
用
中
」

資

絡

探
周
期
間

満
山
歳

t
お
歳
未
満
の
則
子

日
年
7
月
l
臼
か
ら
M
年
9

月
初
日
ま
で

各
種
の
授
術
修
得
が
で
き
る

初
任
給
8
万
5
千
側
円

ボ
ー
ナ
ス
年
3
回
〈
約
リ
カ

月
）
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
各

種
手
当
支
給

給 特

与~

巾

込

先

朝
日
町
役
泌
総
務
課
〈
雪
3
H
1
1
0

0
内
線
同
〉
ま
た
は
、
自
衛
隊
魚
津
連
絡

引
務
所
（
含
0
7
6
5
Hm
H
1
0
36

〉へ

郵
便
局
だ
よ
り

(8) 

＠
お
年
玉
賞
品
の
受
け
取
り
は
お
早
く

間
和
臼
四
年
用
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き

の
お
年
玉
賞
品
の
引
き
換
え
は
8
月
4
日

ま
で
で
す
。
お
早
め
に
口
似
寄
り
の
郵
便
局

の
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

当
せ
ん
孫
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

;f¥) 1f玉 当せん添 号

1 ~事

228 

13 

組

l各組共通

組 ｜（下5けた） 23887 
2等 ！各組共通 ｜（下5けた） 60172

3等戸函瓦rrr:必 た）7 6 4 

4等各組共通 ICF2けた）81 

055232 

887328 
152253 
274077 

44 

A 

毎月23日はじ、みの臼てす

郵
政
省
で
は
毎
月
幻
自
を
「
ふ
み
の
日

」
と
定
め
、
こ
の
日
を
契
機
と
し
て
手
紙

を
奮
い
て
い
た
だ
く
運
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。ふ

み
の
臼
は
国
民
の
皆
様
に
手
紙
を
大

い
に
占
い
て
い
た
だ
き
、
同
時
に
手
紙
文

化
・
文
字
文
化
の
見
直
し
の
気
運
を
磁
り

上
げ
る一

助
に
も
な
れ
ば
と
い
う
睡
円
か

ら
設
け
た
も
の
で
す
。
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ひさあ報広
昭和32年 S月 8目

一一－一一鯵3. ~使唱illl可

16日やぶ入 り

20日土用入

海の記念日

21日 勤労青少年の日

土用 ま1:

23日大 男

（葉月）
6日広島原爆迫憶臼

7目鼻の日

8日立 秋

9日長崎原埠追憶日

土、い辻
ふみづき

7月（文月）

「プ一一一一一ーで~u;~"U；；；員nぷL函τぷii；；~；~·；一一一l
｜ 町 営 工 事 入 礼 状 況 内） 。鹿道第4号舗装工事（柳田地内〉 i ． 工事貧 570万円 工事貧 156万円 ! 
I 工期 6月11日～8月31日 丁 期 6月23日～8月20日
I - 1 0 0万円以上 一一I 延長臼5.3m 延長 1伽

0県立自然公園施設整備事業 。山崎地区農道第7号舗装工事（山崎地 o農道第8号舗装工事（下山新地内）

｜ 。宮崎海岸公衆断新築工事 内） 到 喰 492万円
工事費 247.5万円 工事費 578万円 工 期 6月23日～8月10日

l 工 期 6月6日～7月15日 工 期 6JJ11日～8月31日 延 長 377.9m
！ 面積 16.lnt 延 長 584.Sm o農道第29号舗装工！H（町南保地内）

10農村総合整備モデル事業 O伎町団地線アスフ ァノレト舗経新設工事 工事費 288万円i 。農業集落道12号改良工事（殿町地内〉 （桜町地内） 工 期 6月23B-8FJ10日
工事費 128万円 工事費 368万円 妊ー長 331.6mi 工 期 6月11日月30日 工 期 6月11日月25日 C農業集落道12号舗装工市 （殿町地内）
延長 257.2m’ 延 長 337.7m 工事費 224万円

i 0非補助股道盤備事業 工 期 6月23日～7月31日I O椋道越道線改良工事（山崎地内）
『。山崎地区農道第5号改良工事（山崎Jili 延長 260悦i 工事費 1. 396万円

内） 工期 6月17日～10月31目 。南保地区営農飲雑用水工、M南保地内）i工事費抑円 延長 2伽 工事費 5.720万円
工期 6月11日～7月20R 工期 6月30日～10月31日I 延長 275.1悦 0林道三制舗装工事（笹川｜ ・南保地内） 延長 22伽

｜。山 一一鍛工事 cu剛 E事： ~j1~~~~9月30日 0町道泊～桜町線舗装新設工事 （泊町 ！
内） 南保・桜町地内）
工事費 臼3万円 延長 668ni 工事費 3.825万円 I 

i 工 期 6月11日～8月31日 O綜道棚山線舗装工事（山附地内） 工 期 6月30日～9月30日 ！ i延長 398.5m 工事費 990万円 延長 1… ！ 
。山崎地区農道第2号舗装工事（山崎地 工 期 6月14日～9月初日 戸・一一一一一一一一一一一一一一.i 
i内） 延長 8伽 ！ 本町の人口 11 

工事費 502万円 O林構林道谷線開設工事（簡保地内） I i I l工期 6月11日月叩 工事費 2.520万円 ！ 男 9. 111 I I 

j o~崎：g~：ら3 ・ 4号舗装工事（山崎 ~ ：：引ト1 1月15日 ！ 女 10.233 i I I 地内） 0公共際安定所一事務所蹴工 l計 19 344 i I 
工事費 835万円 事（松涛町地内〉 i世；11｝数 4.982 ~ 

｜ 工 期 即日月間 工事費 137.8万円 ! I • 54年7月 1日現在 ! ! 
延長 849汎 工 期 6月13日～6月26日 しー一一一一一一一一一一一一._iI 

(9) 
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愛
の
献
血

協
力
者
芳
名

1
5
月
実
鎗
分
｜

今
あ日

：すの
：の献 J
あ血
なかt

た
を：保
障
す
る ：

一·····• 2 8 7’－ 

植
唄
地
区

子
宮
崎
町
地
区

扇
谷
俊
幸
、
岩
谷
堅
一
、

青

島
原
子
、
長
津
優
子

笹
川
地
区

竹
内
秀
季
、
長
弁
い
づ
み、

折
谷
潤
治
、
組
内
雅
問
、
折
谷
要
．
竹

内
痔
突
、
竹
内
繁
存
、
竹
内
仰
、
長
弁

秀
琢

治
一
区

秋
山
明
夫
、
疲
東
良
二
、
村
上

正
幸
、
島
端
邦
久
、
越
沢
邦
夫
、
上
坂

珠
実
、
青
木
茂
浩
、
魚
住
百
合
子
、
古

沢
弘
志
、
寺
崎
奨
和
子
、
水
島
和
子

泊
ニ
区

舟
見
恵

て
水
島
司
、
荒
唱
し

の
ぶ
、
近
江
エ
イ
子
、
水
島
修
て
永

口
静
致
、
犬
田
真
木
子
、
加
濠
邦
男
、

岡
本
尚
子
、
魚
住
智
子
、
米
国
俗
之
、

近
江
正
幸
、
金
沢
英
二
、
島
田
利
園
町
、

尾
山
容
郎
、
高
温
六
男
、
厳
由
美
子
、

水
島
寛
、
大
面
和
彦
、
来
上
貴

ひ－さあ報－－
竃ぬ32• S月S目 げー.. • 3 • ，使・E司 ・.... . ... . 出

明晶、．、

ム行政

時第2火曜日

午前10時～午後3時
易所朝日町宿祉センター

相談員川上郷ー （き3-0050)

相談ごとご案内

談相

日

平
柳
幸
子
、
坂
東
純
造
、
尾
山
ア
ヤ
子

梅
沢
登

泊

三

区

山
田
幸
雄
、
瀬
沼
忠
男
、
大
平

正
徳
、
黒
坂
智
恵
、
込
尾
厚
子
、
斉
藤

俊
雄
、
大
平
広
美
、
瀬
沼
路
子
、
貝
沼

雪
子
、
内
川
香
代
子
、
回
中
秀
夫
、
小

杉
正
子
、
丸
山
成
行
、

土
肥
孝
信
、
彰

田
誠
、
水
下
譲
二

五
箇
庄
地
区

石
渡
弘
子
、
脂
肪
問
先
子
、

長
谷
川
ミ
チ
、
南
茂
畿
雄
、
水
野
清
隆

浜
川
つ
じ
、
広
田
万
紀
子
、

復
島
み
え

子
、
上
野
ゆ
り
子

爾
保
地
区

清
水
恵
美
子
、
長
崎
和
子
、

江
側
洋
て
川
A
ロ
ヒ
サ
ヱ
、
谷
口
宗
次

山
崎
池
原

小
坂
正
則
、
仙
名
恒
好
、
仙

名
和
彦
、
長
秀
得
、
古
市
一
夫
、
秋
山

通
済
、
鹿
開
忠
司
、

仙
名
英
子
、
永
口

議
時
、
野
田
潔
、
長
津
政
行
、
辻
久
美

子
、
山
崎
稔
、
普
万
敏
雄
、
永
口
了
、

績
聞
き
み

大
寂
庄
地
区

中
島
敏
、
山
岡
邦
彦
、

石

弁
雅
博
、
沢
田
孝
樹
、
由
井
久
也
、
清

水
清
隆
、
清
水
溺
明
、
綱
川
義
明
、
森

岡
正
男
、
堂
用
順
子
、
長
原
忠
、
藤
井

久
義、

工
康
宏

て
大
弁
勇
、
広
沢
敬

（
別
名
〉

ム人権法律相談

時 8月21日＠
午後 1時～午後4時

絹 所朝日町福祉センター

相談員人権鍍襲安員

上国憲二（雪2ー0127)
在国循芳（1!2-2164)
小沢 浩（1!3ー3000)

時毎週火岨日

午前10時～午後3時
所朝日町福祉センター

（含3-0756)

ム心 配 ご と相 談

日

日

新
着
図
書
案
内

渇

ム交通事故巡回相談

①日時第3月曜日

午前10時～午後3U!i 
場所黒部市中央公民館

①日時第3；水雌日

午前10時～午後3時
渇所県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相絞室
歳 小
原 林

魚
は
水
に
女
は
家
に

歴
史
の
実
験

誤
診

岩
に
立
つ

遥
か
な
る
海
鳴

空
港
へ

じ
ょ
っ
ぱ
り

一
、
ニ

呑
舟
の
魚

前哨の
伊
掛滑に

撃
や
か
な
魔
猷

ス
ー
パ
ー
マ
ン

児
重
書

田
辺
卵
子

五
味
川
純
平

松

山

普

三

三
浦

綾

子

西

村

寿

行

盛

田

穣

花
登

町

西

村

寿

行

氷

上

勉

平
出
口
弓
枝

エ
リ
オ
ァ
ト
マ

ッ
ギ
ン

（
間
和
U
A
年

6
月間
M

日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に

（赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

2喜久
爾 三

境

大

平

境

水

島

宮
崎

加

濠

宮
崎

加
線

西
三
浦
町
篠
沢

清
水
町
後
藤

田
東
町
因
子

月

山

沢

田

大
家
庄
森
木

弁

の

口

石
橋

金

山

清

水

－・を

明一 和哲新宗敏敏和仁
正 夫界 清夫 ーニ光光弘志

長 長二二長長長 二 長長二
男女男男女男 男女 男男女

お
し
あ
わ
せ
に

（結

婚

）

水

島

繁

光

菅

井

一

笑

兵

庫

敏

夫

O
筑新

潟

県

O
涜

昌
代

和
樹

紘
道

紗
業

利
賀

潤愛
香

豊微
志
将
奨

怒

唱

lnuno

ち
び
っ
こ
た
ん
で
い
き
え
た
パ
イ
の
ひ

み
つ
、
む
し
ば
が
す
っ
ぽ
ん
、
け
ん
ち
ゃ

ん
の
お
ば
け
、
か
わ
う
そ
の
オ
ス
カ
l
く

ん
、
た
ぬ
き
先
生
大
じ
っ
け
ん
、

や
す
乙

っ
て
ば
か
だ
な
あ
、
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
の
よ

う
ふ
く
や
さ
ん
、
ち
ゃ
ぶ
ち
ゃ

っ
ぷ
ん
の

話
、
コ

ッぺ

が
飛
ん
だ
あ
、
怪
獣
、

少
年

嘗
宮
ジ

ェ
イ
ム
ス
く
ん
、
ア
リ
2
1
シ
ャ

と
嫌
い
め
ん
ど
り
、

動
物
く
ん
と
ん
に
ち

わ
、
ア
ス
テ
カ
の
少
女
、
銀
の
糸
あ
み
も

の
店
、
お
化
け
の
世
界
、
魔
法
の
ジ
ャ
ケ

”’・
F
E新

潟

県

O
上

繍

尾

大

家

庄

O
中

町

新

潟

県

O
荒

川

四

山

烈

県

O
上

道

下

釆

広

町

O
小

更
八

尾

町

O
小

在

池

魚

津

市

O
下

山

新

上

町

お

く

や

み

O
中
三
浦

O
上

町

O
平
柳
二

O
竹
の
内

O
長

野

O
山
崎
越

O
大
家
庄

大能野河中谷池岡 矢 本田舟伊疎開

。。

平沢口端仰口原本野田丸見 張 弁回

と
し
え

謙

吉

槽

博

美

勇

浩

子
実

由
契
子

幸

雄

路

子

正

有
美

子

盤
町

盛

は
る
み

皐

敏

真
理
子

H
朝
日
町
立
中
央
図
・
館
日

一
一
般
図
書

続
知
的
生
活
の

方

法

渡

辺

界

一

遥
か

な

る

ボ

ス

ト

ン

小

西

章

子

自
然
と
遊
ぶ
た
め
の
野
外
雑
学
読
本

主
婦
と
生
活
社

パ
ン
ド
ラ
の
恋
愛
能
力
共
通

一
次
テ
ス
ト

小

峰

元

続
坂
東
先
生
の
教
育
醜
座

筑

東

義
教

も
う

一
度
海
へ
行
き
た
か
っ
た
永
井
忠

ゆ
め
い
く
み
は
っ
ぴ
い
さ
だ
ま
さ
し

古
典
解
説
シ
リ
ー
ズ

日

栄

社

柔

術

入

門

官

野

久

日
本
ア
ル
プ
ス

の

花

と

燦

創

土

社

日
本
分
県
地
図
地
名
総
覧
人
文
社

花

陸

の

自

然

誌

巧

玄

出

版

ム
ツ
ゴ
ロ

ウ

の

少

年

記

畑

正

怒

女

性

問

答

深

田

裕

介

楽
し
い
タ
オ
ル
手
芸

婦
人
生
活
社

小
脱

輔
回
夜
の
墓
場

お
そ
い
愛

死

亡
）

問

中

三

太
郎
（
印）

今
泉
健
蔵
（
め
〉

藤
田
あ
い
〈
邸
）

道
用
弘
吉
（
卯
）

川

上

刀

〈

お

）

蓬

沢

そ

て

（

別）

大
久
保

留

子
（
防
〉
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寸
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一

「

循
環
器
健
康
診
断
か
ら
し
↓

さ報…一一一あー一広

年齢階級・性別にみた
コレステロール 「異常」者
（察隊泉は、内「要注意J者）
※線グラフ ~l軍＝男女計でみたr異常J

点線＝ 。内f要注意J

昭和32年 8月 8日
一一・－・3・g便物箆町一

% 

ー

l
l
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
｜
｜

若
い
女
性
に
多
い

「
異
常
」

中
で
は
、
目
歳
以
下
の
女
に
目

・

5r
（

内
「
要
注
意
」
が

Mr）
と
呉
市
の
多
い

の
が
目
立
ち
ま
す
。

「コ

レ
ス
テ
ロ
l
w
」
は
、
体
に
と
っ

全体でみた
コレλテロール後盆の結集

正常
81 .9 % 

巡
回
栄
養
指
導
始
ま
る

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
、う
す
隙

を
主
題
に
幻
会
場
実
施

家
庭
の
台
所
を
あ
ず
か
る
主
婦
に
、
家

族
の
健
康
を
増
進
す
る
料
理
の
技
術
を
身

に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
明
日
町
で
は
、

ζ
と
し
も
巡
回
栄
養
指
導
講
習
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

「バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
」
、
「
う

す
昧
の
料
理
」
を
テ
1
マ
に
、
栄
草
食
土
と

食
生
活
改
醤
推
進
員
が
チ
i
ム
と
な
り
、

季
節
に
応
じ
た
献
立
を
持
っ
て
、
来
年
三

月
ま
で
延
ベ
ロ
会
場
を
巡
回
し
ま
す
。

ま
た
、

ζ

の
ほ
か
に
、
保
健
所
の

「
キ

ッ
チ
ン
カ
1
」
に
よ
る
巡
回
指
導
8
会
場

農
業
改
良
普
及
所
の
「あ
お
ぞ
ら
号
」
に
よ

掴E
~！ J:l I. 1l’～1リ

。，

て
不
吋
欠
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
働
き
は

多
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
（
脂
肪
の
消

化
を
助
げ
る
ホ
ル
モ
ン
の
材
料
と
な
り
ま

す。

）
し
か
し
、
多
す
ぎ
る
と
、
余
分
な
分
が

血
管
壁
へ
付
着
し
、
動
脈
硬
化
の
原
因
と

な
り
、
成
人
病
と
い
わ
れ
る
民
病

（
心
臓

病
、
高

m圧
、
糖
尿
病
〉
の
恐
佑
の

一
因

と
な
り
ま
す
。

「
コ
レ
ス
テ
ロ
l
w
」
は
、
食
事
の
内

容
に
よ
り
含
有
量
が
変
動
し
ま
ず
か
ら
、

先
般
名
公
庭
に
配
布
し
ま
し
た
「
健
康
づ

〈
り
と
食
生
活
」

の
中
の
「
動
脈
硬
化
」

予
防
の
項
を
参
考
に
食
生
活
を
工
夫
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
労
働
録
、
運
動
即
日
に
よ
っ
て
も

体
内
に
お
け
る
消
鈎
の
川
が
巡
っ
て
き
ま

す
。
適
度
な
運
動
を
す
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
は
、

日
常
の
健

康
管
理
に
よ
っ
て
、
「
正
常
」
を
保
つ
こ

と
は
十
分
に
可
能
で
す
。

る
巡
回
指
川
村
も
同
会
場
尖
施
さ
れ
ま
す
。

（
巡
回
日
程
は
、
師
月
の
・
仏
総
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
）

八
写
真
は
巡
川
栄
養
世
間
待
胤
妓
V

~ ，ピ を 人まな 視 ピ 化 l くが のた き卓り少をス をくなー ひ りい飲 さ くい
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iの 1 し や すしお荷ン 鉄 を、質で全 を カ 、のがな「的のとよ瞭。続すきあくがる 夏 E

i 持｛ i 。 ~~fi~ ： ~ど H! ~ ~Hf !itii~ な。：£！ P~ I
E私給 . 血ち 均 足 十 し消リな力 I り食お。」ン 養つ 一 体れ もよたが夜疲 z
i警を 旨 Z子主主分J~ 、 急喜星空 E 見 ~~ng~I
i食 業 の。的 ・に。／ 宮：＼ し発は回 偏たんすにす E

（暑さをのりきる食事） I 
E あピう づ の 気食 を た食 ＼ ーノ 因 C 忌 んい 生 E
－ り タ 。〈基 （に欲とり ・H ......._ ~ 朝がを昼 一面 怠、 B 活 i
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事 業 案内の8月みんなの保健｜

考備区地象対• 会問時日（曜〉 ；者~ 対業事

3カ 診

一
円

一
参

持

一
川

一
持

帳

一
1
－
鰻

手

一
年

一
手

子

一
一劃

一
子

母

一
一
検
母

区地

// 

全保証tセンター

泊病院
終 形 外 斜

午後
1 :oo～2:00 

午後
2:00～3:00 

午後
2:00～3:00 
午後
1 :oo～3:00 

30@ 

30@ 

54年 5月生

54作 5月生

児検診

臼
査
児
診

脱jfij 

月

股
検

1歳 6
検

関

傍

子

// 保健センター30@ 1月53仔生・2月
月カ4思

。，ク

// 

。

。午前

31φ 

7 (・l:J 

婦

者

H 

?II 
（品j｝人）

翠

紋

健 隙体保教 ？ir

学親母’邑

800円検査草寺五箇圧地区
巾 火 農 協 1

五億庄支所

9:30～12:00i 

午前

I 21時

'"° 8 
者O{ :≪,・ :>A I ..,,. 険団集同

成

人
9:00～10:30 9 @ 

'nii/ 

g ： ~[J～！？－。。

1:・ 病

a:i 2 

該当者に は通知特別対策地区保健・l~ ンクー

午後

1: 00～3・00

＇.；.手j t¥} I・/1・fr業l!l'・手’；－。ちHt Jlili ん
予

23@ 
防

24 (i) 

上積尾．温以町上納尾公民館
午後
1 :30～3:00 

午前
9:30～11 :30 

午後
1・：oo～3:00

’
 

、l
 

l
 ‘
 

5 食
生
活
改
・

区泊保舵1：ンター
26・ti・

人制j巡（11（栄養指 jぷ

ー

「
あ
お
ぞ
ら
号
」
に
よ
る

J

「
｜
巡
回
栄
饗
指
導
日
程

l
L

午
前
の
部

叩
時

t
n時
叩
分

午
後
の
鼠

1
時
初
分
J
3時

7
川
は
H
ゆ
前
大
家
庄
農
協
前

後
柳
凶
公
民
館
前

「
じ
ん
肺
」
は
粉
じ
ん
を
吸
入
す
る
険
珍
お
よ
び
桁
咋
が
行
わ
れ
て
い
な
い

一

、
ζ

と
に
よ
っ
て
肺
に
炎
症
を
叫
ζ

す
耐
の
が
突
い
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
い
が
似
休

（
気
で
、回
一
担
ま
で
の
期
聞
が
長
く
、
そ
の

同

検

訟

の
引
後
経
泊
観
察
を
笑
施
し
て

一

（
た
め
、
で
き
る
だ
け
粉
じ
ん
任
吸
入
す
い
る
川
村
山
で
し
た
。

、

一
る
級
会
を
少
な
く
す
る
こ
と
と
、
早
明

こ
の
よ
・
1

な
尖
的
か
ら
、
出
朽
の
病
h

故

…
発
見
が
大
切
で
す
。

i

j

状
、
生
日
笑
般
を
調

一
陣

〈

判

川

町
で
は
、

従

じ

ん

肺

検

診

査
把
射
し
、

じ
ん

ι
N

J

来

か

ら

随

道

工

事

に

忠

者

に

対

す

る

適

切

ハ

hu

～
従
事
す
る
出
稼
者
が
多
く
、
じ
ん
刷
出
な
保
健
指
符
を
行
う
た
め
、

岡
和
臼
年
日

明

（
者
が
多
い
と
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
結
核
か
ら
、
川
下
山
部
保
健
所
の
指
導
で
特
別
対
一

ω

め
住
民
検
診
の
結
果
か
ら
判
明
し
て
い
ま
策
地
氏
を
ぷ
定
し
て
じ
ん
肺
検
診
を
山
二

月

叫
す

。

施

し

て

お

り

、

今

年

も

八

月
に
さ
胤
す

V6

〈

し
か
し
、
雇
用
名
側
で
も
、
十
分
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

区

8
月
の
健
康
相
談

泊

泊
所
保
信
セ
ン
タ
ー

時

間

午

後
1
時

t
3時

育
児
相
厳
U
9
日

（木
）

乳
・
幼
児
の
発
育
・
発
達
、
栄
発
方
法

生
活
態
度
、
し
つ
け
、
そ
の
他
健
康
の

乙
と

成
人
病
粗
飯
川口
叩
日
〈
金
）

高
血
ぽ
艇
に
お
け
る
日
常
生
日
の
過
ご

し
か
た
、
成
人
病
の
予
防
等

老
人
健
康
相
銀

u
m日
（月
）

日
常
生
前
の
過
ご
し
か
た
、
的
気
の
万

の
療
必
相
談
等

栄
蔓
相
駁
H
n
目

（水〉

肥
満
と
栄
養
、
新
尿
病
・
高

mぽ
杭
等

の
食
が
療
法
等

，， 

三
校
編
公
民
館
前

州
市
川
新
公
民
館
前

横
水
・
小
川
建
設
備
氷

給
油
所
前

藤
田
啄
公
民
館
前

下
山
新
・
松
田
宅
前

窪
田
公
民
館
前

金
山
・
門
口
宅
前

平
柳

・
平
野
宅
前

上
積
尼
公
民
館
前

中
央
慶
節
南
保
支
所
前

中
央
農
協
蛭
作
出
張
所

A
H
H
 

中
央
農
協
山
崎
支
所
前

山
崎
新
公
民
館
前

中
央
農
協
草
野
川
桜
川

中
央
農
協
五
箇
庄
支
所

前

p
m
H
作
前
中
央
農
協
笹
川
文
所
前

後

中

央

農
協
境
支
所
前

組
問
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
は
．
簡
易
保
隙

積
立
金
の
還
元
禄
資
を
受
け
て
建
設
さ

れ
ま
し
た

7
月
目
白
＠
前後

hvm日
③
前

~ 

後

。
引
日
＠
前

rn
n＠
前後

h

M
m
円
mw前後

，ーコ『
』
N
v
w
u

，A
中

ι
I
L
U
A
H後

( 25 ) 負傷者

ノ’ O

77 2G 
H 川
{17） ゆ
iii／後前

。
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者（ ，，.~ff.＇＜~‘tt /.U ）死数件


